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会    議    録 

(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係) 

 

所管課 水道課 

会議名 

(審議会等名) 
嬉野市水道審議会 

開催日時 平成３１年１月２８日(月)  １３：３０～１４：３０ 

開催場所 嬉野市役所 ３階 ３－１会議室 

会議の公開の可否 ○可  ・ 不可 ・一部不可 傍聴者数 ０人  

公開不可・一部不可

の場合はその理由 
 

出 席 者 

委 員 

中島憲郎委員、江口幸一郎委員、蓮把利幸委員、吉富弘孝委

員、森勝昭委員、諸岡博子委員、小野えみ委員、中島まさよ

委員  …8 名 

事務局 
市長 

産業建設部長、水道課長、水道課副課長、水道課職員２名 

その他  

会議の議題 別紙のとおり 

配布資料 

(１)  平成２９年度嬉野市水道事業決算報告書について 

(２)  嬉野市水道ビジョン 

(３)  佐賀西部広域水道企業団パンフレット 

(４)  嬉野市水道事業給水条例新旧対照表 

(５)  その他 

審議等の内容 別紙のとおり 
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審 議 等 の 内 容 

(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係) 

 

所管課 水道課 

議 題 （１） 平成２９年度嬉野市水道事業会計決算について 

内 容 事務局より、平成２９年度嬉野市水道事業会計決算について説明を行った。 

審議経過 

委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

事務局 

 営業外収益について、予算額に比べて決算額は１５００万ほど少

なく収入されているのはなぜか。 

 

 国庫補助金の減や工事負担金の減などが理由である。 

  

決算で１５００万ほど残ることが補正時に分かっていれば、もっ

と補正額を多くして、決算時に残る額を少なくできたのではないか。 

 

 工事費用など補正時に確定していなかったものがある。補正に間

に合った分は補正を行っている。 

 

 

その他 
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議 題 （２） 井手川内・下野・式浪地区の配水系統の変更について 

内 容 

事務局より、井手川内・下野・式浪地区の配水系統の変更について説明を行った。 

不動山簡易水道を上水道に統合した事と、新幹線駅周辺に医療センターと関連施

設、商業施設等が新たに建設される事により、清水浄水場と岩ノ下浄水場の水だ

けでは足りなくなるため、佐賀西部広域水道企業団から受水している水を、井手

川内・下野・式浪地区の一部に配水するよう変更する。 

審議経過 

委 員  

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 配水系統変更のQ&AのQ3にある、水道水の「味」という表現はいか

がなものか。 

 

 配水系統の変更について地区説明会を行ったときに、水の飲み比

べをしていただいた。そのときに「味が違う」などの意見があった

ため、このように表記した。個人差はあるが、薬品のにおいを感じ

て「味」と表現したのではないかと思われる。 

 

 配水系統の変更という重要な事項であるのに、事前に知らされて

いなかった。臨時で審議会を開くなどなんらかの形で説明してほし

かった。 

 

 今後こういうことがないように十分注意する。配水系統の変更に

ついては、昨年１１月に、医療センターから１日の平均使用水量の

連絡があり、急遽配水系統を変更することとなった。医療センター

周辺工事をするときにも、まだ配水系統を変えるという計画はなか

った。 

 

 

 

 

 

その他 
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議 題 （３） 佐賀西部広域水道企業団への統合について 

内 容 

 事務局より、佐賀西部広域水道企業団への統合について説明を行った。 

水道事業を将来に渡り継続していくため、嬉野市の水道事業は２０２０年４月よ

り近隣の市町と共に佐賀西部広域水道企業団へ統合する。 

審議経過 

委 員  

 

 

 

事務局  

 

 

委員 

 

事務局  

 

委 員  

 

事務局  

 

 

委員 

 

事務局 

 佐賀西部広域水道企業団のパンフレットにある供給水量内訳につ

いて、嬉野市は１日最大供給水量４４８３㎥で、配分水量は１日最

大供給水量４９３０㎥となっている。この違いはなにか。 

 

 供給水量とは実際供給されている給水量で、配分水量は配分され

ている配水量である。 

 

 １日最大で４９３０㎥貰えるということか。 

  

はい。 

 

 １日最大供給水量を超えた分は料金体系が変わるのか。 

 

 現在二部料金制がとられており、基本料金分と使用水量分とで分

けられている。 

 

 将来的に、佐賀西部広域水道企業団の水が嬉野市全体に来るのか。 

 

 ２０２０年に事業を統合するために、協議をしながら進めている。

統合後しばらくの間は今の状態を維持していく予定であり、清水浄

水場と春日浄水場は継続して利用する。岩ノ下浄水場は統合後すぐ

に廃止することはないが、今後見直しを検討していく。 

 

 

 

その他 
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議 題 （４） 水道料金の内税方式から外税方式への改定について 

内 容 

事務局より、水道料金の内税方式から外税方式への改定について説明を行った。 

消費税増税にいつでも対応できるように、現在は内税方式で税込みの料金設定と

なっているものを、外税方式で税抜価格に別途消費税が掛かる表記にしたい。 

尚、外税方式にすることにより基本料金を超える場合は、端数切捨ての関係で一

般家庭では現行より１０円から３０円程料金が増える。 

審議経過 

委 員  

 

 

事務局  

 ３００㎥まで水道料金を記載してあるが、それ以上使うような大

口業者への説明をする予定はあるか。 

 

 今のところ無い。市民に対しては市報等でお知らせする予定。 

 

 

その他 

 

 


